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要旨： 日本語教育におけることばと文化の統合という観点から、コミュニケー

ション活動能力育成の視点を提案し、この活動が最終的には、個人における｢他

者性｣の認識をもとにした｢個の文化｣の確立をめざすものであることを指摘す

る。その過程で、社会情報知識としての｢日本事情｣の問題点に言及した上で、

総合活動型日本語教育の課題へと向かう道筋のための具体的な実践例とその教

育理念を提示する。 

 

１ 日本語教育におけることばと文化の統合へ向けて 
 

1-1 ことばとコミュニケーション 

ことばは何のためにあるか 

・コミュニケーション(言語の伝達・受容) → わかりあえること 

・思考(考えていること) 

何のためにコミュニケーション活動を行うのか 

・社会の中での自己実現のための表現手段 

 

 

1-2 「社会」をめぐるさまざまな固定的イメージ 

例： 家族 > 地域 > 学校 > 会社 > 民族 > 国家 > 地球 

固定的な社会と流動的な社会  → 個のネットワークとしての社会 

さまざまな｢社会｣を背負う「個人」 

 

 

1-3 ｢文化｣をどのように捉えるか 

・○○文化(価値を伴わない) → 文化相対主義(人間の生活するところすべてに「文化」がある) 

・文化○○(価値を伴う)    → 文化本質主義（文化の価値を本質的なものとみなす） 

では、「文化」の境界はどこにあるのか ／ 「文化」の内実とは何か 

 

 

２ 総合活動型言語教育の位置づけ ―言語文化能力は「私」の体験として育成される 
 

2-1 「異文化」という名のステレオタイプ 
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例： 日本人は親切である（＋） ／ 日本人はいじわるである（＋） 

集団の類型化とステレオタイプ（ST） → 一人一人の個人が見えなくなる 

ST の原型：○○さんは、親切／いじわるだ。＜認識によるレッテル貼りの宿命からは逃げられない＞ 

ST 脱却の方法： 集団類型化への自覚 → 1 対 1 対応のコミュニケーションの重要性 → 人と人と

の信頼 → 自らの責任と立場の形成 

 

 

2-2 自分の「考えていること」を表現させる学習 

 

 初級                ⇒ 学習の方向 ⇒                  上級 

言 語（語彙・文法） 

 

日常生活（自分の考えていることを表現する） 

 
文 化（文学・歴史・経済…） 

 

・「ある一定の内容や構造を教授」から「学習者自身の〈考えていること〉をどのように引き

出すか」へ 

例： 教材中心読解型から自己発信表現型へ 

・ 学習者が主体的に表現するためには何が必要か？ 

→ 聞・話・読・書という四つの形態に支えられた総合活動型コミュニケーション活動 

→ 常に当面の具体的な対象と目標を前提にして機能 → 達成感のある言語活動を

期待 

・ バーチャル・リアリティ（仮想現実）の言語学習から，学習者自身の明確な意思を発信する

言語学習へ 

→ 学習者一人一人の「個の表現」を保証する試み 

 

 

2-3 総合活動型言語教育としての問題発見解決学習 例：「レポートを書く」 

① 「私」をくぐらせたテーマ設定 

→ ステレオタイプの剥ぎ取り 

② インタビュー・原稿の推敲・クラス内ディスカッション・相互評価 

→ インターアクションと自己相対化 

③ 動機と結論の一貫性による他者説得の論理獲得 

→ 思考と表現の往還による言語活動の活性化 

 

 

2-4 問題発見解決学習の内容・方法・考え方 

1. 総合活動型日本語教育にはルール・ブックがない 

2. 総合型活動学習の陥りやすい問題点 

3. 総合的な活動の 4. 中身・5. 内容・6. 型・7. 方法・8. 方法論・9. 考え方 の確立 

10. 合意形成としての評価 
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４ 言語学習とは何か 
 

4-1 言語教育は何をめざすか 

・コミュニケーションによる思考（こころ）と言語（かたち）の往還 

・文化の境界を個に引き戻し、他者との関係を見なおす作業 

 

集団類型的「文化」観を超える 

→ 問題を個にひきつける 

→ 対象と自分との関係を語る  

→ 他者への説得としての自分の立場の確立  

→ 他者との共生 ― 響きあう関係世界の創造 

 

・言語都市環境設計者としての日本語教師 

・世界中のどんな社会でも暮らすことのできる｢強固で柔軟なアイデンティティ｣へ 

 

 

4-2 実践から研究へ、研究から実践へ 

 既成の研究を実践に応用するのではなく、自らの実践の中から固有の研究を生み出す。 

 その研究を軸にさらに新しい実践へと展開する。 

→ オリジナリティのある実践（自分にしかできない教育／自分にしかできない研究） 

 

 

4-3 「日本語教育」とは「教育学」の一分野である 

教育哲学  

社会教育学  

 

母語 

 

 

教育学 

 
 

言語教育学 日本語教育学 

第 2 言語 
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このワークショップでは何をするのか 
 

1． 自分の興味・関心に即したテーマを選ぶ。たとえば、「○○について」というタイトルをつける。 
2． 動機メモを書く。 A4 半分(400～600 字)程度。 動機の終わりに、必ず「私にとって○○とは～

である」(仮説)を入れて締めくくること。 
3． 自分の仮説をぶつける相手をさがす。 
4． さがした相手とじっくり話し合う。 
5． 話し合った結果をグループで報告する。 
6． グループで出された意見を参考にして、自分の結論をまとめる。 
7． 下書きをクラスで検討する。 
8． レポートを完成させる。 
9． 相互評価を行う。 

 
レポートを書くための大切なポイント 

1． テーマを自分の問題として捉えているか。 
2． グループでの意見をどのように取り入れたか。 
3． 動機と結論に一貫性はあるか。 

 

 

言語表現の構造原理 

外界 

情報 
身体（生理） 外界 

記録 

事象 

情景 

（表情・身振

り） 

言語（音声・

文字表記） 

 

 

      情緒 (情報の価値評価) 

       ↑ 

場面観察 → 認識→推論→表出(思考) →記述 

                ↓ 

           言語 (内言)          

 

 

 

---- ―――――       ---- ―――――  

理解         ⇔            生成 

 

             心（精神） 

事象 

行動（表情・身振り） 

音声(外言) 

文字表記 

 

 

場面は、外界認識の総体 

観察は、記述の前提 

認識は、推論の足場作り 

推論は、表出のプロセス 

思考は、認識・推論・表出のプロセスの総体 

記述は、思考プロセスの決断 

記録は、記述の結果 
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